
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださり

誠にありがとうございます。今月の通信で記念すべき「１００号」を達成しま

した。これも一重にお客様、お取引先、そして地域住民の皆様の支えとご支援

のお陰と思います。先ずもっては、皆さまへ御礼を申し上げます。感謝の気

持ちで一杯です。そして、もう一人感謝しなければならないのは元社員の

「丹羽昌邦くん」私の従兄弟です。「たんちょう通信」の始まりは、実は「丹羽昌邦くん」

だったのです。今、彼は建設会社を立上げて、現在新社屋を建てております。先日、我社へ

新築工事の図面をもって、ガス工事とプロパンガスの供給は是非「丹頂ガス」に頼むと言っ

てくれました。とっても嬉しかったです。彼曰く「当時、僕は誰よりも丹頂ガスが好きで、良

い会社にしたいと思っていました。」「丹頂ガス」を「お客さま」へもっと知ってもらうために

「たんちょう通信」を書き始めました。その想いは「お客さま」に伝わり、初刊より結構な好

評をいただいておりました。退社時に彼は「たんちょう通信」の引き継ぎをとても心配してお

り、誰にバトンタッチしていくかを悩んでいました。そこでやはり、ここは社長の私が引き受け

るべきだと思い、「たんちょう通信１２号」平成２６年９月から引き継ぎ、早いことに１０年

目に突入しました。その翌年、河合菜摘社員が入社し、子供のころから絵を描くことが大好

きという彼女に「たんちょう通信」の作成をお願いしました。持ち前の柔らかいタッチで「た

んちょう通信」のオリジナルの味を出してくれています。皆さまにも大変好評で、お客さまに

褒められる度に、彼女もやり甲斐を感じて喜んで描いています。表面のコラムは私の近況報

告、裏面の上部が社員紹介、下部が「防災ミニ知識」と毎月河合社員に考えて貰っていま

す。皆さまへ「防災の知識」が少しでもお役立ちできればと思って掲載しております。弊社

のミッションは「お客様の生活を守ること」です。皆様の毎日の生活を当たり前に過ごせる

よう、住宅設備工事を通じてご提供することです。そして、弊社のテーマは「地域防災」で

す。天変地異の時は、「地域住民の方々」と連携をとって「地域活動」をすることです。先

日、お客様から「東日本大震災の体験談」をお聴きしました。災害時に欲しいものを上げて

頂きました。①水②電気③火でした。水は井戸を掘り、電気はプロパンガスで発電する発

電機を用意して、火はガスで起こすことができます。災害時に「丹頂ガス」に来れば、少な

からずの水と電気とガスをご提供できるよう

に整えて参ります。「たんちょう通信１００号」

を記念して今後の取り組みをお伝え致します。

引き続きどうぞ宜しくお願いいたします。

たんちょう通信
～ 第 100 号 ～
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